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シラスおよびフライアッシュを用いた

オートクレーブ硬化体

島田欣二＊・久米国幹*＊・福重安雄**＊

（昭和４１年１１月３０日受理）
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OntheAutoclave-HardenedBodieｓＵｓｉｎｇ
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“ＳＨＩＲＡＳＵ',isdistributedchieHyinsouthemKyflshnandconsistsofvolcanicash,pumice

andothermaterials、ＳＨＩＲＡＳＵ，ｉｌｙａｓｈａｎｄｓｌａｋｅｄｌｉｍｅｗｅｒｅｕｓｅｄａｓｒawmateialsasautoclave-

hardenedbodies、

Thepressmoldedandthenautoclavedbodieswerepreparedasfollow；mixingratioof

slakedlime：ＳＨＩＲＡＳＵ：flyash＝１：０．８５：0.15,1：２．５５：0.45,1：５．１：0.9,mixingwater（added

O-2.25％Ａ１（H2PO4)３ofallrawmaterials）１５％,press-mo1dingpressure200kg/cm2，curmg

pressure5-15kg/cm2,curingtime5-15hours・Resultsareasfollow；apparentdensity1.80-

1.92,bulkdensity1.44-1.68,waterabsorption12.5-29.0％，compressivestrengthlO8-577kg／
ｃｌｎ２･

Ｆｒｏｍｔｈｅｐｏｉｎｔｏｆｅｃｏｎｏｍｉｃｖｉｅｗ，thebeststeam-curingconditionsofthepressmolded

andthenautoclavedbodiesareasfollow；mixingratioofslakedlime：ＳＨＩＲＡＳＵ：Ｈｙａｓｈ＝１：３，

mixingwater１５％,additionofaluminiumphosphatetomixingwater0.075％,curingpressure

lOkg/cm2,curingtimelOhours。

せ，成形のうえこれをオートクレーブ中で養生硬化さ

せるもので，セメントや石灰単味の硬化力を利用する

ものではなく，生石灰またはセメントにlゴの石灰分とケ

イ砂が高温で化学的に強固に結合する原理を利用した

ものである2)．

これらの製品は密度が０．４～0.6で軽く，圧縮強さ

は２０～70ｋｇ/cm2で構造材料として十分な強度をも

ち，熱伝導率が低く，断熱性，遮音性，耐火性なども

優れていて熱膨脹収縮が極めて小さい理想的建材とし

て認められている．壁用，屋根用，床用のスラブには

鉄筋が入れてあるので曲げ強度も十分で欧米では耐・久

的な建築材料として広く一般建築に使用されている．

木報においてはケイ酸質原料としてシラスを石灰質

原料として消石灰を用いた．特にシラスの15％をフラ

イァッシュにおきかえ，混練水中にリン酸アルミニウ

ムを添加した場合，オートクレーブ硬化体の強度にお

よぼす影響について検討した．

シラスの工業的利用に関する研究（第２報）
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前報')において，シラスとサンゴ石灰岩を原料とす

る軽量オートクレーブ硬化体に関する実験的研究につ

いて報告した．軽量オートクレーブ硬化体すなわち気

泡コンクリートは（１）建築の工業生産を進めるとい

う基本的な方針に即応し，（２）建築の高層化と軽量化

を解決し，（３）建築の質的向上に役立つ性能をもって

いることなどの理由で，最近わが国でも外国技術の導

入によってシポレックス，イトン，シリカリチートな

どの生産が開始されている．

気泡コンクリートは生石灰（またはセメント）とケ

イ砂の粉末を適当に混合して水で練り，少量のアル･ミ

ニウム（その他適当な発泡剤）などを用いて発泡さ
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図１オートクレーブ装置
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本実験に用いたシラスは鹿児島市郡元町唐湊地区の

もので，磁性ポットミルで粉砕したものをさらにアト

マイザーで微粉砕した．フライアッシュは中越パルプ

ＫＫ川内工場のものをそのまま使用し,消石灰は市販の

ものである．これら各種原料の化学成分および粒度分

布，比重などの物理的性質を表１および表２に示す。

３．調合，成形およびオートクレーブ養生

消石灰：シラス：フライアッシュの配合比を重量で

１：０．８５：０．１５，１８２．５５：０．４sおよび１：５．１：０．９

とし，これに対し水/粉比（水に対するシラス，フラ

イアッシュおよび石灰の全重量比）を0.15の硬練りの

状態で調合混練を行う．混練水にはモノリン酸アルミ

ニウムを粉に対して固形分として0,0.075,0.150,

0.225,0.750,1.500および２‘250％添加した．リン

酸アルミニウムは正リン酸Ｈ３ＰＯ４を水酸化アルミニ

ウムＡｌ(ＯＨ)３で種々の程度に中和したものをいう

が，本実験は米山化学ＫＫ製のモノリン酸アルミニウ

ムＡｌ(H2PO4)３の50％溶液をうすめて使用した．モ

ノリン酸アルミニウム５０％水溶液のｐＨは2.2～2‘５

で比重1.47～１．４８である．

調合混練はセメントモルタル用混線器で行ない，混

練後直ちにステレンス製円筒形成形器（直径５０ｍｍ）

に打ちこみ，200kg/ｃｍ２で加圧成形する．供試体の

大きさは直径50ｍｍ，高さ５０ｍｍの小形円柱体であ

って１種類の実験について３個の試料を作成した。

これらの試料をオートクレーブ中に設置し，養生圧

力５～15ｋｇ/cm2，養成時間５～15hrs．で高温蒸気養

生を行う．使用したオートクレープは図１に示すとお

り，全長165ｃｍ，内径３０ｃｍの横形円筒状の電熱

式のもので最高許容圧力２０kg/cm2，最高使用温度

214℃である．装置は舞鶴軍工ＫＫによって特別に製

作されたものである．

４．実験結果

養生後の供試体は水中に２４ｈｒｓ放置して飽和状態

としたのち表乾して表乾重量を測定し，さらに空気乾

燥器中’05℃に数時間保持して絶乾重量を測定する．

表乾および絶乾重量から飽水比重，絶乾比重および吸

水率を算出し，さらに絶乾状態の試料について圧縮強

度を測定した．

ずず塗｜』窯｜輔｜鼠｜認｜鰯｜獄｜蕊
100‘４４

９８．０９

９９．１９

9７

表２物

176～149〃

理

17.

粒 度

Iｉ

29.48

10.98

16.72

34.63

シラス

フライアッシ１

石 灰

比表面積

148～88座’８７～44座’４４‘"＞

識｜瀞｜唖｜迦亜

ノ

比重

(cm2/g）｜＞250浬’249～177浬



０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

島田・久米。福重：シラスの工業的利用に関する研究（第２報）

９
５
６
６
４
２

８
８
８
８
８
８

２
０
８
８
３
７

６
６
５
５
５
４

表３オートクレーブ硬化体の養生および調合条件と物理的性質
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図３石灰一フライアッシュ系オートクレーブ硬化体の配合比別強度

ってcementingPowerを生じ，粒子間の結合を強め６００

るためと思われる．また，フライアッシュの形状は球

状であって加圧成形において充填効果を高めるため強 ５００
／ー、

度増進に効果を発揮するものであろう．。Ⅷ日
◎

図２および図３１こ示すように，オートクレーブ硬化へ蟹４００
体の強度は養生圧力の大きいほど，養生時間が長いほ、-ノ

ど強度は増進する．しかし，シラスの配合比が増加す遡
るにしたがって，その効果は小さくなる。石灰：シラ無３００

鱈
スートフライアッシュの配合比が１：１，１：３の場合は

出２０ｏ
強度上大きな差は認められないが，１：６になるとか

なり強度が低下する．経済性を考慮すればオートクレ

ーブ硬化体の配合は消石灰１に対し，シラス２‘55,１００

へ

〆

一ブイ便化1本の配合低Y月桓｣火』｛し刈Ｌﾉ，ンノハ全｡-'･ﾉ， Ｏｏ｡o7５０．１５００．２２５0.7501.500

フライアッシュ０．４５として，養生圧力１０kg/cm2， リン酸アルミニウム添加量（％）

養生時間１０hrsぐらいが適当と考えられる． 図４圧縮強度に及ぼすリン酸アルミニウム

図４はリン酸アルミニウムを混練水に添加する場の影響（消石灰：シラス：フライァッ

合，オートクレーブ硬化体の強度におよぼす影響を図シュー’：２．５５：０．４５）
示したものであって，いずれの配合割合の場合でも粉

本研究は昭和４１年４月２日，日本化学会年会にお
末全重量の0.075～0.150％を添加すれば強度が増進

する．リン酸アルミニウムはほとんど反応)性のない骨いて発表したものであって，研究費の一部は未開発資
材でも若干硬化させる力をもっており，’'0℃に加熱源企業化対.策協議会の援助によるものである．本研究
すｵ7ば水素結合によって強度が増進することが知られに際し，終始熱心に実験の一部を担当した小山幹男君
ている8)．しかし，多量に加えると混練水の粘度が大に謝意を表します・
きくなって，成形の際空隙を生じ易くなり，硬化体の
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